
推定第 1次朝堂院地区の調査 (第 97次 )

平城宮跡第97次 発掘調査は、推定第 1次朝堂院地区の東北部(6ABS一 A・ B、

6ABF― B地区)で行 った。 この地区は 1967年 に発掘 した推定第 1次 内裏

地区を囲む築地回廊の南側に位置 し、朝堂建物に推定 されている土壇が残存 して

いる。調査は 1976年 4月 1日 か ら開始 し、 7月 24日 に終了 した。その調査

面積は 3,350/で あ る。

1遺 構

平城宮造営以前、 この地域は北か ら南に下 る傾斜地で、 6ABF一 B地 区の中

央部で もっとも低 く、浅い谷状を呈す る地形が想定で きる。 旧地表面 は谷筋に沖

積 した軟弱な黒色粘上によって覆れている。 この奈良時代地山面にともなう遺構

には、溝 4条、土墳 1な どである。その後、谷を埋める大規模な整地が施工 され

てお り、黒色粘上の地山上に積む心土整地は大き く三層に分かれ、 ここでは下か

ら第 I盛土層・ 第 Ⅱ盛土層・ 第 Ⅲ盛土層 とよぶ。

検出 した主な遺構は建物 4棟、塀および築地 4条、溝 12条、瓦敷面 1個所、

井戸 1基、土娠 2穴、円筒埴輪列 1列 などである。 これ らの遺構は盛土層を基準

にして 4期 に分 つ ことができ、以下時期別にのべ ることにす る。

A 期

平城宮造営以前の遺構で、古墳跡 と 4条 の溝と浅い土娠がある。

古墳跡、 6ABF一 B地区の東限で、原位置にある 2本の円筒埴輪を検出 し、

この付近に埴輪片の散布が顕著であ った。円筒埴輪の間隔は約 2.5物 であり、墳

丘の最下段に樹立 したものか もしれない。また、西方に下降す る地形は周濠の名

残 りか もしれない。ただ発掘面積が狭い ことな どか ら墳形を想定する手掛 りはない。

溝 SD8372は 6ABS一 A地 区の北部にある東西方向の溝である。発掘区

の西端か ら 26物 を検出 した。溝の底にわずかに水の流れた痕跡を とどめ、その

上部を第 I盛土層で埋立てている。 この溝は平城宮の南北をほぼ 2等分す る位置

にあたる。溝 SD8373は 溝 SD8380の 南方 105翻 離れて平行 して流れ

-3-



る溝で、発掘区の西限か ら約 20物 を検出した。 2条 の溝は堆積 土に遺物を含ま

ないが、方位や堆積状況が一致 しており、同時期の ものとみ られ る。

溝 SD8380は 溝 SD8373の 南 125糊 離れて東西に流れ る溝である。

発掘区の西限か ら 31翻 を検出 した。 この溝 は東で南へ若千振れており、溝 SD

8373と 関係す るか否かは不明である。溝 SD8385は 溝 SD8380の 南

25.5紹 離れて東西に流れ る溝。溝 SD8380と 同様に南へ傾き、発掘区西限

か ら約 10物 の ところで基壇建物 SB8400の 掘込地業によって破壊されている。

土墳 SK8418は 6ABS一 A地 区東辺か ら東にひろがる浅い土 墳で、 うち

に桧皮や木材の加工片が約 10初 の厚さで堆積 している。造営時の作業木屑を棄

たもののよ うである。今 回の調査区の北方 に位置する第 91次調査で も同 じよう

な状況がみ られ、そこで は和銅年間の造営を示す木簡をふ くんでいた。

B 期

第 I盛土層は灰 白色粘土 と青灰色砂か らなり、 もっとも厚い部分では 50切 に

達 している。 この盛土の うえに構築する遺構が B期 に属 し、溝 と塀 とがある。

溝 SD3765は 6ABS区 の東 限か ら約 5η 西に位置す る南北に流れる大溝

で、第 I盛土層を除いて検出 した。 この溝の所在は先年の調査で確認 しており、

遺構の保存上 A地 区のみについて発掘 し、発掘区南限の上層観察用 トレンチにお

いて、 さらに南流す ることを確認 した。満の堆積は上下三層に分れ、下層か らは

奈良時代初期の瓦や土器が出土 した。溝 SD8376は 東岸か ら大溝へ 注 ぐ溝で

あるが、発掘範囲が狭 く性格不明。

塀 SA8410は 溝 SD3765の 東方 17.5解 に位置 し、南北にのびる掘立

柱塀である。柱穴 11間分を検出し、その柱間は約 3翻 であ る。

C 期

第 Ⅱ盛土層は灰褐色粘土からなり、 6ABS一 A・ B地 区の東半 にひろが り、

厚いところで約 40翻 であ った。 この盛土上に構築す る遺構が C期 に属 し、遺構

として塀 と溝 とがある。

塀 SA5550Aは 6ABS区 の東限を画する畦畔に沿 って南北にのびる掘立
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柱塀で、先年の調査で北方か ら南下することが確認 されている。柱穴は第 Ⅱ盛土

層上か ら掘込むか、上部に第 Ⅲ盛土層 とD期 の築地積上が覆 っているので、部分

的な検出にとどまるか、柱間は約 3糊 であ った。第 41次調査において この塀が

推定第 1次 内裏の集地 回廊 に曲尺形にとりつ くことが判明 しており、今回粉出の

南限までが 26間 (77翻 )と いうことになる。 この塀 は推定第 1次朝堂院の東

面を画す る施設で、推定第 1次 内裏中軸線か ら約 107翻 (360尺 )東 に位置

し、 これによって朝堂院の東西幅員を 214翻 (720尺 )に 想定することができる。

溝 SD3715は すでに北方地域で確認 されており、平城宮の中心部を南北に

貫通す る幹線水路である。塀 SA5550Aの 東方 18物 に位置 し、溝 SD37

65の 後身 とみ られ、奈良時代 の全般を通 じて存続す る。溝は 2回 の改修を受け、

堆積土は上・ 中・ 下の三層に区分で きる。下層出上の木衝には神亀か ら天平初年

の年紀があり、堆積の年代をたどることができる。 また、上層か らは奈良末平安

初期の上器片が出上 している。溝 SD8419は 幹線水路 に東か ら注 ぐ溝であり、

溝 SD3715の 上層の時期以前 に廃絶 している。

会所 SX8411は 溝 SD3715の 流路 に付設す る。一辺 4紹 程 の方形を呈

し、上流部分 に杭列 とそれに落込んだ板材の一部が残存 している。 この遺構には

溝 SD8715の 下層の堆積上である暗灰色粘上が堆移 してお り、木簡が多 く出

土 した。

D 期

第 Ⅲ心土層は褐色粘土か らなり、 6ABS区 にひろが り6ABF区 におよんで

いない。推定第 1次朝堂院の東面を限 る塀が築地に改造 され、その内側に掘込地

業の基壇建物がつ くられ る。

基壇建物 SB8400は 東第 1堂 に推定 してきた土壇の周囲で検出 した。基壇

は掘込地業を行 っているので、上部を消失 していて もその平面形をたどることは

できる。今回は南北棟基壇の北部を検出し、東西幅約 19紀、南北長 20η 以上

で さらに南の発掘区外にのびることが判明 した。現存土壇の上半部は後世の盛土

であったが、下半部に約 50翻 の高 さで基壇積上をの こしてい る。削平がひどく
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柱位置や基壇化粧 の痕跡 はない。基壇の東西の辺縁には幅 50翻 内外の浅い溝が

ある (SD8401、 SD8402)。

基壇の掘込地業 は第Ⅲ必土層を切込んで行 う。地業は基壇の全域について行 っ

ていない。東西の長辺に幅 0.8η の溝を掘 り、 これを東西方向の布掘地業でつな

ぐ。つまり、北辺から 4.5旬 、 8.6～ 130物 、 14.8～ 176紹 、 196～ 2

23物 の 4個所に布編 りし、北か ら一番 目と二番 目の掘残 し部分に、東 。西寄 り

に 20× 5.5物 内外の長方形の坑を掃 る。 このような掘込地業 は 30～ 50翻 の

深 さで残存 し、整地層の上面まで粘質上で粗 くつき固めている。整地層か ら上の

基壇はバ ラス混 り粘質土 と砂質上 を用いて、下部よりも丁寧に版築 している。この

ような掘込地業の影状は、必ず しも柱位置 と一致 してお らず、建物の全貌を検出

したうえで再考 したい。 基壇 の西北隅に 1個 の礎石が残存するが、すでに原位置

か ら移動 している (SX8398)。 花蘭岩製で柱座の造 出しをつ くるが、 2次

的に半割面を平滑 に して再使用 した もののようである。

基壇建物の声側に瓦敷 SX8390が ある。瓦敷は基壇の東辺か ら東面築地 S

A5550Bの 間にひろが るが、基壇北辺のあたりで疎 らにな って消失す る。

集地 SA5550Bは 東面を画す る塀 SA5550Aの 後身である。第 Ⅲ盛土

層の上面に南北にのびる帯状の黄褐色粘質土か らなる積上があ り、築地上壇の積

土にかんがえ られ る。残 りのよい部分では、なお 40効程度の厚さをとどめてい

る。 この築地に沿 って南北にのびる溝 SD8392が 西側の雨落溝である。

塀 SA5550Cは 築地 SA5550Bを 掘立柱の塀 に改作 した ものである。

柱間は約 3翻 で、 21間分を検出 した。 この塀の柱心はC期 の塀 SA5550A

の柱心か ら東へ 50勁移動 している。溝 SD8391は 掘立柱塀にともなう排水

溝である。

掘立柱建物 SB8370は 基壇建物 SB840

西妻を基壇 の中軸線 にそろえる。 5間 (1015

北廂付の東西棟建物で、柱間は桁行 2η 、梁間 2

底には礎板を敷 く。

0の 北縁か ら24物 北方にあ り、

陶)X4間 (10.15紹 )、 南

4物 、廂間 2.7物 で、柱掘形の
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溝 S D 8417は 大溝 SD3715の 東岸に L字形 にとりつ く。会所 SX841

1の 廃絶後に支流 として設 けたもので、大溝 に沿 って南流す る。

掘立柱建物 SB8405、 SB8406は 、 6ABF一 B地 区で重複す る柱穴

で、南 Jと 棟建物の一部に想定 しうる。井戸 SE8407は 建物 SB8405・ S

B8406の 東南にある。掘形は一辺 25狗 の方形を呈 し、深 さは約 10糊、底

に礫を敷 く。井戸圧の四隅には凝灰岩や玉石を据えて おり、井戸枠の隅柱の据付

痕跡 とみ られ る。出土遺物か らす ると、奈良時代中期に掘撃 し末期に廃絶 してい

ることがわかる。

井戸 SE8407の 東に瓦溜 りSX8408が ある。瓦片が南北方向にのび、

西方に向って下 降す る。瓦片は整地土 とともに敷かれており、整地の地固めに瓦

片を敷いたもの らしい。土頗 SK8412は 瓦溜 りの東側にある土 lk・ で、北半分

を検出 し、なかに奈良時代末期の上器があ った。

2遺 物

木 衛

木簡 は主 として大溝 SD3715と それにともなう会所 SX8411か ら出土

した。ほかに溝 SD8419か らも出上 したが、 きわめて少ない。

大溝 SD3715か ら20点、会所 SX8411か ら 138点 出上 している。

大溝 SD3715で は下層の堆積上である暗灰色粘土層から出上 し、会所 SX8

411で は杭や板材の残 る南北の暗灰色粘土層か ら出上 した。大溝 SD3715

と会所 SX8411の 暗灰色粘土層は同一層位であ り、 ここでは一括 してあつか

う。それ らの木簡 はまとまった性格を示 してお り、神亀か ら天平初年 に至る間に

宮内で行 った造営事業に関するものである。以下代表的な ものを例示 しよう。

1 1    + 里工作高殿新短枚桁二板 □ |

〔殿力〕〔駄力〕
これ と類似す る木簡に「西高殿四人」、「□東高□□□□□□匡 」の 2点が

ある。造営の殿舎名を記す る貴重な例である。

2・ 右二人丸桁二枝 継 目口引坐 田部大嶋宗小斗

□□
四村 国引座

冒湯 桁里枝 端今奔
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建築木材の出納 に関係す る木簡である。他に柱作の割当表のごときもの もある。

・ 進上瓦三百七十枚
蓬畳写牟±後

宇瓦百汁八枚 功汁七人
克交容衣稜

廿二人各六枚

・付章屋石敷望員牟彊覇昌古墨委
大□

屋根瓦の供給伝票である。瓦の運搬経路を示 して
〔宇力〕     〔両力〕

る。 ほかに「□瓦 JHr枚 □車一口」 と記するものもあ

お り、 は じめての出土例で あ

る。

4 申 木屋司御前

造営の官司を書 く。造営の工夫を記す ものとして さきの里工や「雇工」があ り、
〔騨力〕 〔拾力〕

「飛□」 と読 うるものもある。「五年四月内荒田井大夫銭□」の木簡 は重要であ

る。荒田井氏は渡来系氏族であ り、同族には土木工事にたずさわった ものがいる。

この木簡の荒田井大夫 も造営に関与 している可能性がつよい。

5・ 式部省召 碧急 寮  魔髪冨  右省

〔三三ニフし〕
・     潤四月十六 日

この木簡 は式部省からの召喚文書である。

瓦 類

今回の発掘調査では、軒瓦 425点 、鬼瓦片 3点、隅木蓋瓦片、面戸瓦 11点

のほか多量の丸・ 平瓦が 出上 した。

軒丸瓦は 6ABS区 で 89点、 6ABF区 で 183点 、合計 272点 出土 した。

量的に顕者な ものには、 6225型 式 (23%)、 6311型 式 (14%)、  6

284型 式 (13%)が ある。時期別にみ ると平城宮瓦第 I期 に属す るものは約 21

%で、大多数の 6284型 式瓦 と小量の藤原宮式 (6273、 6281型 式)で

構成されている。平城宮瓦第 Ⅱ期が残 りの 79%を 占め、そのうち 6225型 式、

6311型 式がと くに多い。平城官瓦第Ⅲ期以降の軒丸瓦は発見 されていない。

軒平瓦 は 6ABS区 で 55点、 6ABF区 で 98点、合計 153点 の出上であ

る。そのうち量的 に多いのは 6663型 式で全体 の 34%を 占める。平城宮瓦第

I期 の軒平瓦は、 6664・ 6665型 式 と藤原宮式 (6642・ 6643型 式 )
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とであ り、全体の 32%を 占める。平城宮瓦第 Ⅱ期の大部分 は 6663型 式であ

り、 これに 6664・ 6685型 式が加わ り、全体の 56%を 占める。平城宮瓦

第 Ⅲ期の軒平瓦 としては 6691・ 6732・ 6721・ 6689型 式があり、

10%を 占め る。平城官瓦第Ⅳ期の ものとしては 6801型 式が 2点 あるにすぎ

ない。

土器類

奈良時代の遺構にともなう土器類 は、 SD3715。 SE8407・ SB83

70・ SK8412・ SB3765な どか ら出上 した。井戸 SE8407か らは

まとまりのある土器が出上 した。井戸廃絶時の埋土か らは平城宮土器 V(780

年頃)の 上器が出土 し、井戸 自体の堆積土中には平城宮土器 Ⅲ (750年 頃)の

特徴を もつ一段放射暗文のある土師器杯 Bが ある。 SB8370の 柱掘形か らは

平城宮土器 Vの 土師器皿 Aが 出上 しており、建設の年代が推測できる。土娠 SK

8412か らは平城宮土器Ⅳ (765年 頃)に 属す る土師器椀 Aが 出土 した。大

溝 SD3765出 上の上器 は各種の器形をふ くみ、奈良時代当初の上器群を構成

している。

そのほかの上製品 としては、蓋や杯を転用 した硯、土錘、 フイゴの羽 回、漆付

着の上器、灰釉陶、 白磁などがあるが、多 くは整地層な どに包合 している。

木製品

木製品の大半は大溝 SD3715か ら出土 した。多 くは板状品、棒状品などの

原形が不明のものである。製品 として確認できるものとしては、人形 1、 匙 1、

車輪部材 1、 箸 12、 付札 7、 箆 11、 円板 5、 形代 1が あ り、奈良時代 におけ

る古い様式をよ く伝えている。

3 おわ りに

今回の発掘区の北方に展開す る推定第 1次 内裏地域については主要部分の調査

を終了 し、おおよその状況が判明 している。 その成果に今回の発掘調査成果を照

合 してみよう。

推定第 1次 内裏地域の遺構はA・ B・ Cの 3期 に大別されている。いまのとこ
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ろA期 は和銅か ら天平勝宝以前 (4小 期にわかれる)、 B期 は天平宝字～宝亀初

年、 C期 は宝亀年間から天長年間 と理解 している。以下、内裏 A期 、 B期 とよび、

今回のA～ D期 と区別す る。

A期

和銅創建当初の短期間の遺構であ る。つまり、造営開始 に伴 って一時的 に設 けら

れたもので、溝 SD8373に 挟 まれる部分 は仮設道路のような ものであろう。

溝 SD8372が 平城宮 の南北 2等分線 に一致することか ら、造営時における地

割計画の痕跡 として理解 することがで きる。 この道路 の西方に平城宮を東西に 2

分する下 ツ道があ り、 これ ら 2条 の遺構が平城宮地割の基線になる可能性がつよい。

B期

内裏 Al期 に相当する。従来の見解では、大溝 SD3765の 所在のみが知 られ

ていたが、東面を画する塀 SA8410の 発見は新知見である。 ただ、 この塀は

いまのところ孤立 してお り、性格を明らかにしえない。

C期

内裏 A2期 に相当す る。大溝 SD3765が 東へ移動 して、大溝 SD3715を

新に開曇す る。そ して、推定第 1次朝堂院 ltlJ区 の東面を塀 SA5550Aに よっ

て区画す る。今回の調査では この期に属す る朝堂相当の建物は検出 していない。

D期

D期 の開始 は内裏 A3期 に相当する。塀 SA5550Aを 築地 SA5550Bに

改作 し、そのなかに基壇建物 SB8400を 建造する。 この建物を「朝堂」の建

物に比定す るのであるが、規模や存続期間については不明瞭の部分があ り、今後

の調査に期待 したい。いずれにせよ、 この段階で推定第 1次朝堂院地域 は一応建

設を完了す る。

D期以降 については、基本的な変化はな く、平城宮の廃絶時まで存続す るよう

である。 ただ部分的な改修は行われている。築地 SA5550Bか ら塀 SA55

50Cへ の建替が中心をなす改築である。 また、奈良時代末期には各所に小規模

な建物がつ くられ る。
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今回の調査成果の うち、神亀～天平初年の造営資料そえたことは重要である。

これまで、推定第 2次 内裏北外郭にある土墳 SK2102出 上の木簡 によって造

営の行われていたことが推定 されて きたが、今回の木簡はさらにそれを補強す る

資料である。

文献上、 この時期の記録 は不鮮 明だが、知造官事や催造宮長官が設置 されてい

ることは注 目すべ きことである。すなわち、中納言藤原武智麻 呂は養老 5年 9月

造宮卿に任ぜ られ、 さらに神亀元年か ら 4年 まで知造宮事であ った (家 伝・ 公卿

補任)。 また、天平 4年 に中納言阿倍広庭は催造宮長官であった(続 日本紀 )。 こ

うしたことは、この時期の造営がきわめて大規模であったことを示す有力 な手掛 り

になるであろ う。

木簡にあらわれ る「東高殿 。西高殿」の具体的な位置を しることは困難である

が、殿舎名を記録す るものとして重要である。

第 3図 塀 SA 8410と 溝 SD3715,会所 S X 8411(南 から)

-11-




